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は
じ
め
に
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
以
下
『
平
家
物
語
評
判
』
と
略
す
）
の
作
者
に
つ
い
て
『
平
家
物
語
評
判
瑕
類
』（
正
徳
二
〈
一
七
一
二
〉
刊
）
は
そ
の
凡
例
に
於
い
て
「
評
判
の
作
者
姓
字
未
イ
マ
タ
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ナ
ラ
ス
レ
審
但
世
に
憚
り
有
て
」
記
さ
ず
と
し
、
数
人
の
作
を
会
く
わ
い
し
ゆ
う
集
し
た
後
に
「
一
人
の
手
」
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る⑴
。
か
つ
て
『
平
家
物
語
評
判
』
巻
四
「
三
井
寺
炎
上
」
に
載
る
図
が
曲
直
瀬
道
三
の
秘
伝
書
『
啓
迪
集
』
附
載
図
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
作
者
を
今
大
路
家
（
曲
直
瀬
）
周
辺
に
求
め
た
こ
と
が
あ
る⑵
。
本
論
は
『
平
家
物
語
評
判
』
が
引
用
す
る
兵
法
譚
に
注
目
し
、
更
に
二
人
目
の
作
者
周
辺
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
左
記
は
江
戸
初
期
の
兵
法
書
の
刊
行
状
況
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
家
康
の
命
に
よ
り
閑
室
元
佶
が
劉
寅
撰
『
七
書
直
解
』
及
び
金
の
施
子
美
撰
『
七
書
講
義
』
を
基
に
著
し
た
伏
見
版
で
あ
る
。
慶
長
四　
年　
　
『
黄
石
公
三
略
』（
三
巻
一
冊
）。
慶
長
十
一
年　
　
『
唐
太
宗
李
衛
公
問
対
』（
三
巻
一
冊
）。
同　
　
　
　
　
　
『
尉
繚
子
』（
五
巻
五
冊
、
刊
記
ナ
シ
）。
更
に
慶
長
十
一
年
、『
七
書
』（
二
五
巻
五
冊
）
が
覆
古
活
字
整
版
と
し
て
出
版
さ
れ
、慶
長
十
九
年　
　
『
黄
石
公
素
書
』（
一
巻
一
冊
）。
元
和
六　
年　
　
『
孫
呉
摘
語
』（
林
信
勝
著
、
七
書
注
、
一
冊
）。
元
和
七　
年　
　
『
施
氏
七
書
講
義
』（
四
十
二
巻
十
四
冊
）。
寛
永
元　
年　
　
『
六
韜
秘
抄
』（
清
原
宣
賢
述
、
六
巻
合
一
冊
）。
寛
永
四　
年　
　
『
三
略
抄
』（
三
巻
三
冊
）。
寛
永
十
一
年　
　
『
施
氏
七
書
講
義
』（
四
十
二
巻
十
六
冊
）。
寛
永
廿　
年　
　
『
武
経
七
書
直
解
』（
劉
寅
撰
）。
同　
　
　
　
　
　
『
武
経
七
書
』（
元
佶
校
、
六
冊
）。
同　
　
　
　
　
　
『
孫
武
子
直
解
』（
七
書
直
解
、
七
冊
）。
正
保
三　
年　
　
『
七
書
』（
元
佶
校
、
七
冊
）。
と
い
っ
た
兵
法
書
の
刊
行
が
続
く⑶
。
注
目
す
べ
き
は
家
光
（
一
六
〇
四
～
一
六
五
一
）
が
三
代
将
軍
に
就
任
し
た
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
よ
り
数
年
を
経
た
寛
永
期
以
降
、
数
々
の
兵
法
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
乱
が
終
息
し
た
世
に
あ
っ
て
国
家
を
保
つ
法
と
し
て
兵
法
書
が
如
何
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
右
の
刊
行
状
況
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。
他
方
、『
平
家
物
語
評
判
』
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
孫
子
諺
解
』
は
家
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
作
者
考
―
林
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
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光
の
命
に
よ
り
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
五
月
に
、『
三
略
諺
解
』
が
同
年
六
月
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
に
よ
っ
て
進
上
さ
れ
て
い
る
。
『
孫
子
諺
解⑷
』
の
自
序
に
「
施
子
美
ハ
講
義
ヲ
ツ
ク
レ
リ
今
ノ
抄
ハ
講
義
ノ
コ
ヽ
ロ
ヲ
用
ヒ
テ
少
シ
了
簡
ヲ
加
ル
也
」（
傍
線
・
傍
点
・
波
線
、
筆
者
、
こ
れ
以
下
同
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
『
孫
子
諺
解
』
は
『
七
書
講
義
』
を
踏
襲
す
る
立
場
を
採
る
と
と
も
に
「
少
シ
了
簡
ヲ
加
ル
」（
傍
線
部
）
と
い
う
羅
山
の
見
解
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。『
平
家
物
語
評
判
』
に
は
そ
う
し
た
羅
山
の
「
少
シ
了
簡
ヲ
加
」
え
た
註
釈
態
度
を
示
す
引
用
部
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
、『
孫
子
諺
解
』
は
現
在
、
林
家
所
有
で
あ
っ
た
写
本
が
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
京
都
大
学
、
東
京
教
育
大
学
、
蓬
左
文
庫
、
尊
経
閣
文
庫
、
穂
久
邇
文
庫
（
自
筆
、
三
略
諺
解
と
合
）、
旧
彰
考
館
（「
孫
子
鈔
」）
に
六
本
の
写
本
を
確
認
し
た
。
更
に
『
三
略
諺
解
』
は
、
内
閣
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
肥
前
島
原
松
平
文
庫
、
旧
お
茶
の
水
図
書
館
成
實
文
庫
、
無
窮
会
平
沼
文
庫
に
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る⑸
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
平
家
物
語
評
判
』
が
写
本
の
み
で
伝
わ
る
『
孫
子
諺
解
』『
三
略
諺
解
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
二
人
目
の
作
者
周
辺
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
１　
「
殿
上
闇
討
」
に
み
る
権
の
道
に
つ
い
て
不
徳
の
君
に
と
っ
て
臣
下
か
ら
の
献
上
物
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
喜
び
・
楽
し
み
は
大
き
い
。
ま
し
て
「
御
感
の
あ
ま
り⑹
」
に
贈
ら
れ
る
官
職
位
階
や
拝
領
は
、
君
臣
双
方
の
利
が
優
先
さ
れ
、
君
臣
の
義
を
分
か
つ
〈
礼
譲
〉
は
成
立
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
平
家
物
語
評
判
』
は
「
権
」
を
秤
の
錘
に
例
え
て
「
権
の
道
」（
臨
機
応
変
）
に
つ
い
て
『
孫
子
諺
解
』
を
典
拠
と
し
て
構
成
し
た
節
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
は
両
書
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
吾
を
お
も
り
と
な
し
、
敵
を
物
に
な
し
、
両
方
を
か
け
く
ら
べ
て
、
己をのれお
も
く
な
り
、
敵
を
軽かろ
く
し
て
、
後のち
に
戦
を
な
す
べ
し
。
吾われ
と
敵
と
の
智
徳とく
権けん
威い
を
か
け
合
せ
、
吾わか
臣
下
と
、
て
き
の
臣
下
と
、
た
れ
か
お
も
き
と
か
け
合
、
諸しよ
兵へい
と
諸
兵
と
か
け
あ
は
せ
、
法はつ
度と
と
法
度
と
か
け
合
、
民たみ
と
民
と
を
か
け
合
、
時
と
時とき
と
を
か
け
合
、
地ぢき
形やう
と
地
形
を
か
け
あ
は
せ
、
此
七
つ
の
も
の
に
吾われ
勝
時
は
、
戦
て
も
勝
べ
し
。
此
七
つ
に
負
た
る
方
は
、
必
戦
て
も
負まく
べ
し
。
（
八
・
オ
～
ウ
）
一ニ
ハ
味
方
ノ
國
主
ト
敵
ノ
國
主
ト
仁
義
ノ
道
ア
ル
コ
ト
ハ
、
イ
ツ
レ
カ
マ
サ
レ
リ
ト
云
。
二ニ
ハ
味
方
ノ
大
将
ト
敵
ノ
大
将
ト
イ
ツ
レ
カ
マ
サ
リ
、
イ
ツ
レ
カ
オ
ト
リ
ト
云
。
三ニ
ハ
敵
ノ
陣
場
ト
味
方
ノ
陣
場
と
イ
ツ
レ
カ
ヨ
キ
ト
云
。
四ニ
ハ
味
方
ノ
法
度
ト
敵
ノ
法
度
ト
イ
ツ
レ
カ
ヨ
ク
行
ハ
ル
ヽ
ト
云
。
五ニ
ハ
人
数
ハ
イ
ツ
レ
カ
ツ
ヨ
ク
、
イ
ツ
レ
カ
ヨ
ハ
シ
ト
云
。
…
（
略
）
…
六ニ
ハ
敵
ノ
兵
ト
味
方
ノ
兵
ト
合
戦
に
鍛
錬
ス
ル
コ
ト
ハ
イ
ツ
レ
カ
マ
サ
レ
リ
ト
云
也
。
…
（
略
）
…
七ニ
ハ
忠
ア
ル
者ニ
ハ
恩
賞
ヲ
ア
タ
へ
、
罪
ア
ル
モ
ノ
ヲ
ハ
法
度
ニ
行
フ
。
サ
モ
ワ
タ
ク
シ
ナ
ク
明
カ
ナ
ル
コ
ト
ハ
敵
ト
味
方
ト
イ
ツ
レ
カ
ヨ
キ
ト
ク
ラ
フ
ル
ナ
リ
。
是
ヲ
七
計
ト
名
ツ
ク
。
（『
孫
子
諺
解⑺
』）
『
平
家
物
語
評
判
』
の
「
権
の
道
」
に
対
す
る
説
明
は
、
林
羅
山
の
『
孫
子
諺
解
』
の
冒
頭
部
「
孫
子
曰
、
兵ハ
者
、
國ノ
之
大
事
死
生ノ
之
地
、
存
亡ノ
道ナ
リ
」
で
始
ま
る
始
計
第
一
の
五
事
（
道
・
天
・
地
・
将
・
法
）
に
続
く
七
計
を
典
拠
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
『
孫
子
』
の
注
釈
書
と
し
て
日
本
で
最
も
古
い
も
の
は
林
羅
山
の
『
孫
呉
摘
語
』
と
『
孫
子
諺
解
』
で
あ
る
。
そ
し
て
『
孫
子
諺
解
』
は
写
本
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
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要
す
る
。
又
、
林
家
の
兵
法
書
の
管
理
の
あ
り
方
の
一
端
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
『
呉
子
司
馬
法
尉
繚
子
六
韜
太
宗
問
對
諺
解
』
の
跋
文
に
、
方ニ
今
越ヲ
智チ
姓
稲
葉
氏
正
則
既ニ
寫シ
テ二
孫
子
三
略
諺
解ヲ
一
而
懇ニ
求ム
二
五
部ノ
倭
字
抄ヲ
一
不
レ
能
二
峻ス
ル
拒コ
ト一
遂ニ
塞ふさ
ク二
其ノ
請ヲ
一
時ニ
慶
安
己
丑
年
也⑻
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
稲
葉
正
則
と
は
春
日
局
の
孫
で
あ
る
。
右
の
跋
文
に
拠
る
と
『
孫
子
諺
解
』『
三
略
諺
解
』
は
羅
山
が
寫
し
、
稲
葉
家
に
既
に
渡
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
呉
子
、
司
馬
法
、
尉
繚
子
、
六
韜
、
太
宗
問
對
の
五
部
ま
で
も
要
求
し
て
き
た
こ
と
に
羅
山
は
き
っ
ぱ
り
と
断
れ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
そ
の
求
め
を
塞
ぐ
こ
と
が
出
来
た
、
と
あ
る
。
右
の
跋
文
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、『
七
書
』
は
羅
山
自
身
に
よ
っ
て
管
理
、
寫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寛
永
三
年
、『
孫
子
諺
解
』『
三
略
諺
解
』
が
羅
山
に
よ
っ
て
家
光
に
進
上
さ
れ
て
か
ら
二
三
年
を
経
た
慶
安
二
年
（
傍
線
部
）
に
あ
っ
て
も
尚
『
七
書
』
は
ご
く
限
ら
れ
た
人
物
の
み
が
閲
覧
可
能
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
跋
文
は
示
し
て
い
る
。
更
に
慶
安
二
年
と
言
え
ば
『
平
家
物
語
評
判
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
で
あ
る
。『
平
家
物
語
評
判
』
作
成
に
あ
た
っ
て
は
少
な
く
と
も
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
か
ら
五
年
以
内
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
林
家
の
管
理
下
に
あ
っ
た
『
七
書
』
の
う
ち
の
『
孫
子
諺
解
』『
三
略
諺
解
』
が
例
え
そ
の
一
部
分
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、『
平
家
物
語
評
判
』
と
い
う
読
み
物
の
中
に
混
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
と
い
う
意
味
が
そ
こ
に
あ
る
。
又
、「
殿
上
闇
打
」
と
は
章
段
が
異
な
る
が
、
巻
一
「
禿
童
」
の
末
尾
に
、
　
傳てん
に
曰
、
鬼
一
軍ぐん
略りやく
之
篇へんに
曰
、
敵
の
調てう
子
を
聞
て
、
軍
の
善
悪
を
知しる
秘ひ
傳でん
に
は
、
管くはんに
あ
ら
ず
、
鼓
に
あ
ら
ず
、
又
音をん
聲せい
に
あ
ら
ず
、
音をと
な
く
色
な
く
心
を
し
れ
と
云
も
誠
に
ふ
か
き
慮
お
も
ん
ば
か
りあ
り
。

（「
禿
童
」
四
五
・
オ
～
ウ
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
但
し
、
今
こ
こ
で
鬼
一
軍
略
の
篇
が
「
禿
童
」
の
中
の
結
論
と
ど
う
接
続
す
る
か
は
紙
幅
の
都
合
上
、
立
ち
入
ら
な
い
。
波
線
部
の
「
軍
」
を
人
の
心
に
置
き
換
え
れ
ば
、
人
の
心
の
内
に
あ
る
善
悪
を
道
理
に
よ
っ
て
取
捨
し
た
結
果
、
得
ら
れ
る
明
德
の
心
が
『
平
家
物
語
評
判
』
の
中
で
文
字
化
さ
れ
な
い
「
ふ
か
き
慮
お
も
ん
ば
か
り」（
傍
点
部
）
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
と
す
る
部
分
を
林
羅
山
著
『
三
徳
抄
』（
寛
永
六
年
前
後
成
立
か
）
の
三
綱
領
の
一
節
に
求
め
て
み
る
と
、
明メイ
徳トク
ト
ハ
、
本ホン
心シン
ヲ
云いう
也
。
人
ノ
生ムマ
レ
出イデ
タ
ル
ヨ
リ
、
自シ
然ゼン
ニ
天
ヨ
リ
ウ
ケ
ヱ
テ
、
吾ワガ
身ミ
ニ
ア
リ
テ
ソ
ナ
ハ
レ
ル
物
也
。
心
ハ
形
（
カ
タ
チ
）ナ
シ
、
色イロ
ナ
シ
、
声コエ
ナ
シ
、
音ヲト
ナ
シ
。
然シカレバ
心
ハ
、
本ホン
来ライ
ナ
キ
モ
ノ
カ
ト
思
ヘ
バ
、
本
来
ア
ル
物モノ
也
。
物
ヲ
見ミ
、
物
ヲ
聞キク
ハ
、
耳ジ
・
目モク
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其その
見
キ
ク
ユ
ヘ
ノ
モ
ト
ハ
、
心
ナ
⑼リ
。
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
平
家
物
語
評
判
』
が
『
三
徳
抄
』
の
三
綱
領
（
傍
線
部
）
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
概
ね
推
測
で
き
よ
う
。
ま
と
め
る
と
「
殿
上
闇
打
」
章
段
の
構
成
は
、『
平
家
物
語
』
に
見
立
て
て
為
政
者
の
礼
楽
を
説
き
つ
つ
、
兵
法
の
七
計
に
よ
っ
て
「
権おもり」
の
動
か
し
方
、
則
ち
算
用
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
を
計
る
為
政
者
の
「
権
の
道
」
を
集
中
的
に
説
い
て
い
る
。
算
用
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、『
平
家
物
語
評
判
』
が
典
拠
と
し
て
い
る
『
孫
子
諺
解
』
の
五
事
七
計
の
末
尾
に
、
此
篇
ノ
五
事
七
計
ハ
算
ナ
リ
。
其
上
ニ
敵
ヲ
タ
ハ
カ
ル
テ
タ
テ
ヲ
以
テ
算
ヲ
数
ヘ
テ
多
キ
ト
少
キ
ト
ヲ
シ
レ
ハ
即
勝
負
ヲ
シ
ル
也⑽
。
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
ま
た
、
五
事
七
計
の
次
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
「
兵
は
詭
道
也
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
『
平
家
物
語
評
判
』
が
説
明
す
る
「
権
の
道
」（
臨
機
応
変
）
に
は
「
詭
道
」
の
思
考
が
含
ま
れ
て
い
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る
こ
と
を
意
味
す
る
（
ま
と
め
の
項
に
て
後
述
）。
則
ち
『
平
家
物
語
評
判
』
は
林
家
の
管
理
下
に
あ
る
『
孫
子
諺
解
』
を
用
い
て
臨
機
応
変
を
説
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
は
羅
山
学
入
門
書⑾
に
よ
っ
て
「
明
明
德
」
の
一
端
を
覗
か
せ
る
展
開
を
併
せ
て
考
え
た
時
、『
平
家
物
語
評
判
』
の
二
人
目
の
作
者
に
つ
い
て
林
家
周
辺
の
関
わ
り
に
つ
い
て
先
ず
は
考
え
て
み
た
い
。
２　
「
兵
は
詭
道
也
」
に
つ
い
て
二
番
目
の
作
者
を
林
家
周
辺
と
す
る
な
ら
ば
、『
孫
子
諺
解
』
の
「
兵
は
詭
イ
ツ
ワ
リ
ノ
道
な
り
」
の
註
釈
と
『
平
家
物
語
評
判
』
の
評
を
比
較
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、「
兵
は
詭
イ
ツ
ワ
リ
ノ
道
な
り
」
と
解
釈
し
た
の
は
林
羅
山
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
も
あ
る
か
ら
で
あ
る⑿
。
検
証
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
『
七
書
講
義
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
以
下
に
「
兵ハ
者
詭
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道ナ
リ
也
」
を
記
す
（
音
、
訓
号
符
は
略
す
、
こ
れ
以
降
同
）。
兵ハ
者
詭
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道ナ
リ
也
兵ニ
有
レ
正
有
レ
竒
。
孫
子カ
所
レ
言フ
特ニ
其ノ
詭
ナ
ル
─
道ト
イ
ウ
ハ者ノ
ナ
リ。
孫
子
非
レ
不
レ
知
レ
正ヲ
也
。
蓋シ
當テ
二
是ノ
時ノ
之
君ニ
一
唯タヽ
圖ル
二
近
効ヲ
一
。
此レ
而
非レ
ハレ
竒ニ
則
不
レ
足ラ
二
以テ
濟フ
ニ一レ
此レ
ヲ。
張
─
昭カ
所
以
下
謂フ
中
諸
子
戰
國
言フ
二
攻
─
戦ノ
之
事ヲ
一
、
其ノ
間
以テ
二
權
謀ヲ
一
而
輔ル
二
仁
義ヲ
一
者ノ
、
唯
孫
子
十
三
篇ナ
リ
ト
上、
正ニ
此ノ
意
也
。
三
略ニ
曰ク
、
非レ
ハ二
計
策ニ
一
無
二
以テ
決シ
レ
嫌ヲ
定ム
ル
ニ
シ
テ
一レ
疑ヲ
。
非レ
ハ二
譎
奇
一
無ト云
二
以テ
破リ
レ
姦ヲ
息コ
ト一レ
冦タ
ヲ。
是
レ
則
兵ハ
必
以テ
ナ
リ
二　
詭
テ
ス
ル
ナ
リ
─
道ヲ
一
也
。
是
以テ
張
─
昭
言フ
二
變
─
詐ヲ
一
也
。
右
に
挙
げ
た
『
七
書
講
義
』
は
、
慶
長
・
元
和
年
間
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
古
活
字
版
で
藤
原
惺
窩
の
門
人
戸
田
為
春
（
？
～
一
六
二
四
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る⒀
。
尚
、
為
春
は
「
詭
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道
」
の
解
説
の
中
で
「
詭
道
」
を
音
号
符
に
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
こ
の
戸
田
為
春
に
よ
る
『
七
書
講
義
』
に
つ
い
て
、
林
羅
山
は
自
身
が
所
蔵
し
て
い
た
『
七
書
講
義
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
、
林
羅
山
旧
蔵
本
、
元
和
己
未
）
の
跋
文⒁
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
七
書
講
義
謄
本
稀レ
ナ
リ
矣
。
而モ
況ン
ヤ
版
本ヲ
ヤ
乎
。
余
甞テ
在
二
駿
府ニ
一
寫ス
二
一
通ヲ
一。
今
戸
田
為
春
氏
新ニ
鏤シ
テレ
梓ニ
以テ
頒わか
チ二
行フ
於
世ニ
一。
其ノ
志
可シ
レ
尚ト
フ
矣
。
余
亦
獲う
二
合
部ヲ
一
以テ
二
向さき
所ノ
レ
蓄
之
謄
本ヲ
一
往
往ニ
校ヘ
レ
之ヲ
随ヒ
レ
見ニ
随テ
塗リ
レ
朱ヲ
為なす
二
句
読ヲ
一
焉
。
雖ト
モ三
未ダ
レ
登ラ
二
右
庠ノ
之
科ニ
一、
姑ク
蔵シ
テ二
於
家
塾ニ
一
以テ
便リ
ス
ト
二
兒
童ニ
一
云フ
。
羅
山
は
駿
府
で
『
七
書
講
義
』
の
謄
本
（
正
本
の
写
し
）
を
写
し
て
お
り
、
そ
の
希
少
性
が
見
て
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
戸
田
為
春
に
よ
っ
て
『
七
書
講
義
』
の
版
本
が
世
に
出
た
こ
と
に
羅
山
は
「
尚
と
ふ
へ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
版
本
を
入
手
し
、
所
持
し
て
い
た
謄
本
の
写
し
と
校
合
し
、
句
読
を
付
し
て
家
塾
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
便
り
と
し
た
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
『
七
書
講
義⒂
』
は
以
下
で
あ
る
。
兵ハ
者
詭
い
つ
は
り
ノ
道ナ
リ
也
兵
有リ
レ
正
有リ
レ
竒
。
孫
子カ
所
レ
言フ
特ニ
其ノ
詭
─
道ナ
ル
者ノ
ナ
リ。
孫
子
非
レ
不ル
ニレ
知ラ
レ
正ヲ
也
。
蓋シ
是
當
時かみ
ノ
之
君
、
唯
圖はか
ル二
近
─
効ヲ
一。
此
コ
ヽ
ニ
テ
而
非ル
ト
キ
ハ
レ
竒ニ
則
不
レ
足
二
以テ
濟なす
一。
此
レ
張
─
昭カ
所
下
以
謂フ
中
諸
子
戰
國
言フ
二
攻
─
戦ノ
之
事ヲ
一、
其ノ
間
以テ
二
權
謀ヲ
一
而
輔ク
ルレ
仁
義ヲ
者ノ
ハ唯
孫
子
十
三
篇ナ
リ
ト
上、
正ニ
此ノ
意ナ
リ
也
。
三
略ニ
曰
、
非ハ
二
計
─
策ニ
一
無シ
二
以テ
決シ
テレ
嫌
う
た
か
は
シ
キ
ヲ
定ム
ル
コ
ト
一レ
疑ヲ
。
非ハ
二
譎
─
竒ニ
一
無シ
二
以テ
破リ
レ
姦ヲ
息
や
む
る
コ
ト
一レ
寇ヲ
。
是レ
則
兵ハ
必ス
以ス
二
詭
─
道ヲ
一
也
。
是ヲ
以テ
張
昭
言
い
ふ
ト
キ
ノ
二
變
詐ナリ
ト一
也
ヲ
。
羅
山
の
『
七
書
講
義
』
は
家
塾
の
子
ど
も
た
ち
の
教
材
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
句
読
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
為
春
の
「
非レ
ハ二
計
策ニ
一
無
二
以テ
決シ
レ
嫌ヲ
定ム
ル
ニ
一レ
疑ヲ
非レ
ハ二
譎
奇
一
無ト云
」
と
い
う
部
分
に
羅
山
は
「
非ハ
二
計
策ニ
一
無シ
二
以テ
決ス
　
嫌
ウ
タ
カ
ハ
シ
キ
ヲ
　
定ム
ル
コ
ト
一レ
疑ヲ
非ハ
二
譎
─
竒ニ
一
」
の
よ
う
に
「
嫌
ウ
タ
カ
ハ
シ
キ」
と
明
確
に
訓
じ
て
い
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尚
、
羅
山
の
『
七
書
講
義
』
解
説
文
に
あ
る
「
詭
道
」
も
音
号
符
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
以
上
を
踏
ま
え
て
羅
山
の
『
七
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講
義
』
の
跋
文
を
見
る
限
り
に
於
い
て
は
、
詭
道
を
「
詭
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道
」
と
解
釈
を
し
た
の
は
戸
田
為
春
と
い
う
こ
と
で
整
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
「
兵
は
詭
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道
也
」
も
し
く
は
「
兵
は
詭き
道どう
也
」
の
ど
ち
ら
も
許
容
の
範
囲
に
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
に
『
平
家
物
語
評
判
』
の
「
詭
道
」
と
羅
山
の
『
孫
子
諺
解
』
に
載
る
「
詭
道
」
を
記
す
（
こ
れ
以
降
、『
七
書
講
義
』
は
内
閣
文
庫
所
蔵
、
林
羅
山
旧
蔵
本
に
よ
る
も
の
と
す
る
）。
兵
ハ
詭き
道どう
た
り
。
戒
い
ま
し
むべ
き
に
非
ず
。
是
を
能よく
す
れ
ど
も
能
せ
ざ
る
事
を
し
め
し
、
是
を
し
れ
ど
も
し
ら
ざ
る
て
い
に
み
せ
、
士　そ
つ
の卒
恐おそ
るる
事
あ
れ
ば
、
将
必
是
を
転てん
ず
。
兵
軽かろ
んず
る
事
あ
れ
ば
将
是
を
重おもんじ
、
唯ただ
下
を
し
て
其
耳じ
目もく
を
お
ろ
か
に
な
す
時
は
、
能
其
将
の
下
知
に
順
し
た
が
ふも
の
也
。
故
に
是
を
ふ
か
く
し
て
、
又
微み
妙
に
す
べ
し
。

巻
十
一
「
逆
櫓
」（
十
五
・
ウ
～
十
六
・
オ
）
兵
ハ
詭
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道ナ
リ
也
ト
ハ
敵
ヲ
タ
ハ
カ
ラ
サ
レ
ハ
勝
カ
タ
シ
、
兵
ニ
タ
ヽ
シ
キ
道
ア
リ
、
イ
ツ
ハ
リ
ノ
道
ア
リ
、
敵
に
兼
テ
案
内
ヲ
イ
ヒ
テ
ム
カ
フ
サ
マ
ニ
マ
ツ
ス
ク
ニ
ウ
チ
カ
ツ
ハ
正
シ
キ
道
ナ
リ
、
其
分
ニ
テ
カ
チ
カ
タ
キ
ユ
ヘ
ニ
計
ヲ
ナ
ス
也
、
其
計
ノ
シ
ナ
〳
〵
ヲ
イ
ハ
ヽ
マ
ツ
敵
ヲ
ウ
ツ
ヘ
キ
ハ
カ
リ
ヿ
ヲ
、
フ
カ
ク
カ
ク
シ
テ
モ
ラ
ス
へ
カ
ラ
ス
、
味
方
本
ヨ
リ
ヨ
ク
戦
ヘ
ト
モ
敵
ヲ
オ
ソ
レ
テ
ヲ
ク
シ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
レ
ハ
、
敵
見
テ
ア
ナ
ツ
ル
所
ヲ
ウ
ツ
ヘ
シ
、
味
方
タ
ヽ
カ
ハ
ン
ト
ヲ
モ
イ
テ
、
態
ト
ノ
ク
ヘ
キ
ヤ
ウ
ニ
ス
レ
ハ
敵
油
断
ス
ル
所
ヲ
急
ニ
ス
ヽ
ン
テ
ウ
ツ
、
敵
チ
カ
キ
所
ヲ
ウ
タ
ン
ト
ヲ
モ
ヘ
ト
モ
遠
キ
所
ヲ
セ
ム
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
レ
ハ
敵
マ
コ
ト
ヽ
ヲ
モ
フ
ト
コ
ロ
ヲ
ヒ
キ
チ
カ
ヘ
テ
、
近
キ
所
ヲ
ウ
ツ
ナ
リ
（『
孫
子
諺
解⒃
』）
右
の
傍
線
部
が
「
講
義
ノ
コ
ヽ
ロ
ヲ
用
ヒ
テ
少
シ
了
簡
ヲ
加
」
え
た
羅
山
に
よ
る
権
謀
の
見
解
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
『
孫
子
諺
解
』
が
記
す
「
其
計
ノ
シ
ナ
〳
〵
」
以
降
と
『
平
家
物
語
評
判
』
の
「
是
を
能よく
す
れ
ど
も
」
以
降
は
、
解
釈
と
し
て
は
ほ
ぼ
、
同
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
『
平
家
物
語
評
判
』
が
記
す
「
戒
い
ま
し
むべ
き
に
非
ず
。」
は
ど
こ
か
ら
き
た
発
想
だ
ろ
う
か
。
そ
の
糸
口
と
し
て
巻
十
「
請
文
」
を
見
て
み
る
と
、
良
将
の
策
は
か
り
こ
とハ
偽
い
つ
わ
りを
も
つ
て
誠
を
助たすくる
方て
便たて
な
れ
ば
、
一
旦たん
の
非
礼
た
り
と
云
と
も
天
に
省
そ
む
く
事
な
し
。
（
八
・
オ
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
。「
策4
ハ
偽4
り
」
は
『
七
書
講
義
』「
詭
道
」
の
解
説
部
分
に
載
る
語
で
あ
り
、
右
の
引
用
は
『
七
書
講
義
』
が
記
す
「
以
二
権
謀
一
而
輔
二
仁
義
一
者
」
か
ら
の
発
想
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
と
め
る
と
、『
平
家
物
語
評
判
』「
詭
道
」
は
『
孫
子
諺
解
』
が
『
七
書
講
義
』
の
立
場
を
踏
襲
し
た
の
と
同
様
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
則
ち
作
者
は
「
兵ハ
者
詭イツハ
リ
ノ
　
道ナ
リ
也
」
と
い
う
認
識
に
い
た
は
ず
で
あ
り
、
「
策
は
か
り
こ
とハ
偽
い
つ
わ
り」
の
一
致
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
上
で
林
家
の
管
理
下
に
あ
る
『
孫
子
諺
解
』「
詭
道
」
の
註
釈
を
基
調
と
し
て
『
平
家
物
語
評
判
』
作
者
に
よ
る
「
講
義
ノ
コ
ヽ
ロ
ヲ
用
ヒ
」
て
「
兵
ハ
詭き
道どう
た
り
。
戒
い
ま
し
むべ
き
に
非
ず
。」（
巻
十
「
逆
櫓
」）
を
構
成
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
３　
明
徳
の
心
の
解
釈
に
つ
い
て
『
平
家
物
語
評
判
』
が
巻
四
「
三
井
寺
炎
上
」
の
章
段
中
に
作
者
が
独
自
に
設
け
た
「
第
一
明
心
」
に
続
く
「
第
二
治
身
」
の
一
節
に
『
三
略
諺
解
』
の
引
用
に
よ
っ
て
「
国
を
治
め
る
」
道
を
、
更
に
『
大
学
』
の
明
明
德
に
よ
っ
て
「
己
を
修
め
る
」
道
と
を
並
立
さ
せ
て
説
く
一
節
が
あ
る
。『
平
家
物
語
評
判
』
と
『
三
略
諺
解
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
、
林
羅
山
旧
蔵
本
）
の
各
々
の
該
当
部
分
を
左
記
に
示
す
。
故
に
真しん
制
ハ
君くん
心
を
制
す
。
君
心しん
正ただ
し
き
時とき
ハ
臣
直ちよく
也
。
臣しん
直
な
る
時
ハ
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萬ばん
民
安やす
し
。
君
ハ
心
、
臣
ハ
身
、
兵
ハ
手
、
民たみ
ハ
足
也
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
心
動うご
いて
身
を
動うごかし
、
手
動
て
手
を
動
し
、
手
動
て
足
動
す
。
故
心
と
足
と
は
始しじ
う終
の
德とく
、
體たい
用ゆう
の
二
儀
也
。
足
な
へ
て
身
行ゆか
ず
、
民
疲つか
れて
國
王
滅めつ
す
。
萬
物
又
此
時
に
應おう
じ
て
悉
こ
と
ご
と
く
害かい
を
う
く
。
是この
故
に
上かみ
一
人じん
を
始はじめ、
下しも
万
民みん
に
到
る
迄
、
何
ぞ
天
下
太
平
の
功こう
を
思
ハ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
忠ちう
を
忠
と
し
、
孝かう
を
孝
と
し
、
義き
を
義
と
し
、
礼
を
礼
と
す
る
本
元げん
の
学がく
ハ
、
身
を
治
る
に
し
か
ず
。
大
学がくに
曰
、
民たみ
を
親あらたに
す
る
に
在
と
云
々

（
巻
四
「
三
井
寺
炎
上
」
三
七
・
オ
～
ウ
）。
ソ
レ
國
ヲ
オ
サ
ム
ル
ノ
道
ハ
賢
人
ト
民
ト
ヲ
タ
ノ
ム
也
。
将
ア
レ
ハ
ヨ
ク
政
ヲ
行
フ
。
民
ア
レ
ハ
ヨ
ク
國
ヲ
マ
モ
ル
。
賢
人
ニ
政
ヲ
サ
セ
事
ヲ
シ
カ
セ
テ
ウ
タ
カ
フ
コ
ト
ナ
ク
我
心
ノ
コ
ト
ク
ニ
同
ク
信
ス
ヘ
シ
。
他
人
ノ
讒
言
ヲ
用
フ
へ
カ
ラ
ス
。
如
此
ス
レ
ハ
賢
人
ヨ
ク
君
ノ
タ
メ
ニ
イ
ヨ
〳
〵
二
心
ナ
ク
忠
節
ノ
ハ
カ
リ
コ
ト
ヲ
ツ
ク
ス
ナ
リ
。
…
（
略
）
…
ソ
ノ
オ
モ
ム
キ
ム
カ
フ
処
タ
ト
ヘ
ハ
形
ウ
コ
ケ
ハ
手
足
シ
タ
カ
ヒ
骨
節
ノ
相
ト
モ
ニ
ス
ク
フ
カ
如
シ
。
身
ニ
手
足
ノ
ツ
キ
随
カ
如
ク
首
ヲ
ウ
テ
ハ
手
足
ヲ
ア
ケ
テ
フ
セ
ク
カ
如
シ
。
是
其
イ
キ
ホ
ヒ
人
オ
ノ
ツ
カ
ラ
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ア
ラ
テ
カ
ナ
ハ
サ
ル
理
ナ
リ
。
此
ノ
オ
ノ
ツ
カ
ラ
ナ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
天
道
ノ
自
然
ニ
〆
人
ノ
サ
マ
タ
ケ
サ
ル
巧
也
ト
云
也
。
ヨ
ク
國
家
ヲ
オ
サ
ム
ル
ニ
タ
ク
ミ
ナ
ル
コ
ト
天
道
ノ
如
シ
。
（『
三
略
諺
解⒄
』）
右
の
『
三
略
諺
解
』
傍
線
部
は
「
夫レ
爲おさ
ム
ル
ノ
レ
國ヲ
之
道
、
恃ム
二
賢ト
與ト
ヲ一レ
民
」
の
一
節
で
あ
る
。『
平
家
物
語
評
判
』
の
傍
線
部
は
『
三
略
諺
解
』
傍
線
部
を
想
定
し
「
国
を
治
め
る
道
」
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
概
ね
推
測
で
き
よ
う
。
そ
の
上
で
後
述
す
る
『
大
学
諺
解
』
の
「
明
明
德
」
に
よ
っ
て
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
の
い
わ
ゆ
る
八
条
目
を
凝
縮
し
た
形
態
で
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
注
意
す
べ
き
点
は
二
つ
。
一
つ
目
は
『
平
家
物
語
評
判
』
傍
線
部
に
あ
る
『
大
学
』「
明
明
德
」
の
中
の
「
心
」
の
解
釈
の
出
典
で
あ
る
。
二
つ
目
は
「
民たみ
を
親あらたに
す
」
と
訓
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
作
者
を
林
家
周
辺
と
考
え
る
な
ら
ば
、
作
者
自
ら
が
出
典
を
示
し
て
い
る
『
大
学
』
も
林
家
の
注
釈
書
を
基
調
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
で
あ
っ
た
『
大
学
諺
解
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
、
写
本
）
と
、
今
一
度
『
平
家
物
語
評
判
』
傍
線
部
の
「
心
」
の
該
当
部
分
を
比
較
検
討
し
、『
平
家
物
語
評
判
』
が
『
大
学
諺
解
』
を
参
考
に
し
た
か
否
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
君
ハ
心
、
臣
ハ
身
、
兵
ハ
手
、
民たみ
ハ
足
也
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
心
動うご
いて
身
を
動うごかし
、
手
動
て
手
を
動
し
、
手
動
て
足
動
す
。
故
心
と
足
と
は
始しじ
う終
の
德とく
、
體たい
ゆ
う用
の
二
儀
也
。
足
な
へ
て
身
行ゆか
ず
、
民
疲つか
れて
國
王
滅めつ
す
。
萬
物
又
此
時
に
應おう
じ
て
悉
こ
と
ご
と
く
害かい
を
う
く
。
（「
三
井
寺
炎
上
」）
心○
者
ハ
身ノ
之
所
レ
主ト
ス
ル
也
ト
ハ
、
家
ニ
主
人
ア
ル
コ
ト
ク
、
身
ノ
内
ノ
主
ハ
、
心○
ナ
リ
。
身
ハ
人
ノ
形
ナ
リ
。
耳
目
手
足
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
心
ヨ
リ
コ
レ
ヲ
ツ
カ
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
乱
レ
テ
ホ
シ
イ
マ
ヽ
ナ
リ
。
身
ハ
屋
宅
ノ
コ
ト
シ
。
心○
ハ
主
人
ノ
コ
ト
シ⒅
。
（『
大
学
諺
解
』）
『
大
学
諺
解
』
は
羅
山
の
長
子
・
叔
勝
の
死
を
契
機
と
し
て
新
た
な
後
継
者
、
ひ
い
て
は
子
孫
の
養
成
を
目
的
と
し
て
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
書
で
あ
る⒆
。
両
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
平
家
物
語
評
判
』
は
、『
大
学
諺
解
』
を
基
調
と
し
て
『
三
略
諺
解
』
の
「
国
を
治
め
る
道
」
を
は
め
込
ん
で
当
時
の
幕
藩
体
制
に
沿
っ
た
形
で
明
明
德
を
説
い
て
い
る
と
解
す
る
事
が
出
来
よ
う
。
因
み
に
清
原
宣
賢
の
『
大
学
聴
塵
』、
藤
原
惺
窩
の
『
大
学
要
略
』
に
は
身
体
部
位
（
耳
目
手
足
）
を
用
い
た
「
心
」
の
解
釈
を
す
る
態
度
は
両
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
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二
つ
目
の
注
意
点
は
「
民
を
親あらた
に
す
」
と
訓
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
親あらた」
に
つ
い
て
藤
原
惺
窩
は
『
大
学
要
略
』
の
中
で
「
親
民
ハ
民
ヲ
養
や
し
な
うノ
義
ナ
ル
ベ
シ
。
故
ニ
親
愛
養
（
育
）
ノ
心
ト
云
ナ
ル
ベ
シ⒇
。」
と
「
親
」
を
「
親した
し
む
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
他
方
、
清
原
宣
賢
は
『
大
学
聴
塵
』
で
「
自
─
新
新
レ
民
皆
欲
レ
止
二
於
至
─
善
一
之
」（
自
ら
新
に
し
、
民
を
新
に
し
て
皆
至
善
に
止
め
ん
こ
と
を
欲
す
）
と
記
し
「
新
」
の
文
字
に
よ
っ
て
「
新
民
」
を
説
明
し
て
い
る
。
『
平
家
物
語
評
判
』
は
「
民
を
親あらたに
す
」
と
古
本
に
従
っ
て
い
る
。
何
故
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
民
を
親あらたに
す
」
の
「
親あらた」
で
一
貫
し
て
い
る
の
が
林
羅
山
の
『
三
徳
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
左
記
に
示
す
。
・
此
明
德
ヲ
、
吾
身
ニ
ヨ
ク
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
其
上
ニ
人
ヲ
モ
教
へ
サ
ト
ラ
シ
ム
ル
ヲ
、
親
民
ト
云
な
り
。
・
親
民
ハ
人
ヲ
治
ル
ナ
リ
。
大
学
ハ
身
ヲ
治
メ
、
人
ヲ
治
ル
。
・
此
明
德
・
親
民
・
至
善
ヲ
、
大
学
ノ
三
綱
領
ト
申
ス
也
。
羅
山
が
「
親
」
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
が
『
大
学
諺
解
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
親○
ヲ
新○
ニ
作
ル
ヘ
シ
ト
云
ハ
程
子
ノ
意
ナ
リ
。
朱
子
始
テ
云
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
程
子
ヲ
引
テ
云
ナ
リ
。
ミ
タ
リ
ニ
ア
ラ
タ
メ
サ
ル
コ
ト
ヲ
、
シ
メ
サ
ン
タ
メ
ナ
リ
羅
山
は
こ
の
後
文
に
『
尚
書
』
康
誥
篇
を
引
い
て
「
新
民
」
を
確
認
し
て
い
る
。
認
識
と
し
て
は
「
親
民
」
で
は
な
く
「
新
民
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
者
を
林
家
周
辺
と
考
え
る
な
ら
ば
、
林
家
の
貴
重
書
物
を
用
い
て
林
門
の
教
え
に
順
じ
て
「
民
を
親あらたに
す
」
と
『
平
家
物
語
評
判
』
は
古
本
に
従
っ
た
と
考
え
る
。
ま
と
め
『
平
家
物
語
評
判
』
十
二
巻
二
十
四
冊
の
中
に
は
数
多
の
兵
法
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
孫
子
諺
解
』「
計
篇
」
の
引
用
を
明
確
に
示
し
て
い
る
の
が
本
稿
で
取
り
上
げ
た
巻
一
「
殿
上
闇
討
」
章
段
に
於
け
る
「
権
の
道
」（
臨
機
応
変
）
で
あ
っ
た
。
つ
い
て
は
『
孫
子
諺
解
』
を
明
確
に
示
し
て
い
る
「
権
の
道
」
に
注
目
し
結
論
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
「
計
篇
」
に
は
「
敵
ヲ
タ
ハ
カ
ル
テ
タ
テ
ヲ
以
」
て
計
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。
こ
の
「
敵
ヲ
タ
ハ
カ
ル
」
に
通
じ
る
「
譎
奇
権
謀
」
に
よ
っ
て
「
権
の
道
」（
臨
機
応
変
）
を
説
明
す
る
の
が
家
康
と
羅
山
の
問
答
に
於
け
る
湯
武
放
伐
で
あ
る
。
因
み
に
「
譎
奇
権
謀
」
と
は
『
七
書
講
義
』「
兵
者
詭
道
也
」
の
解
説
部
分
に
載
る
語
で
あ
る
。
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
主
君
を
伐
つ
と
い
う
「
逆
に
取
る
」
湯
武
放
伐
と
『
平
家
物
語
評
判
』
の
賞
を
め
ぐ
っ
て
求
め
る
「
権
の
道
」
と
は
内
容
は
異
な
る
も
の
の
両
者
に
共
通
す
る
点
は
、『
平
家
物
語
評
判
』
の
権けん
の
宜よろしき
所
を
取
る
時
は
、
百
目
の
お
も
り
も
厘り
毛
の
物
に
は
ね
か
へ
さ
る
ゝ
が
ご
と
し
（
八
ウ
）
と
い
う
「
宜
し
き
所
」
則
ち
「
義
」
を
極
め
る
為
に
「
タ
ハ
カ
ル
テ
タ
テ
ヲ
以
」
て
「
権
の
道
」
を
計
る
と
い
う
思
考
と
、
羅
山
が
湯
武
放
伐
で
述
べ
る
湯
武
は
中
な
り
。
権
な
り
。
莽
・
操
に
お
け
る
が
ご
と
き
は
、
乃
ち
賊
な
り
。
ま
た
逆
に
取
り
、
順
に
守
る
は
、
即
ち
譎
奇
権
謀
な
り
。
聖
人
の
共
に
権
る
べ
か
ら
ざ
る
の
謂
に
あ
ら
ず
と
い
う
「
譎
奇
権
謀
」
と
い
う
要
素
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
仁
義
」
を
極
め
る
と
い
う
「
権
の
道
」
は
両
者
の
思
考
の
底
流
を
一
に
す
る
と
考
え
る
。
作
者
の
痕
跡
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
則
ち
、
林
家
の
管
理
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下
に
あ
る
『
孫
子
諺
解
』
を
典
拠
と
し
た
「
権
の
道
」
は
林
家
の
思
考
に
強
く
影
響
を
受
け
た
林
家
周
辺
も
し
く
は
門
流
を
『
平
家
物
語
評
判
』
の
二
人
目
の
作
者
と
し
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
注
⑴　
『
平
家
物
語
評
判
瑕
類
』（
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
所
蔵
）
コ
マ
番
号
６
。
⑵　
拙
稿
「『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』：
作
者
周
辺
に
つ
い
て
（『
国
文
目
白
』（
54
）
二
四
二
～
二
五
〇
頁
、
二
〇
一
五
・
二
）。
⑶　
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
・
三
）
参
照
。
⑷　
本
論
で
扱
う
『
孫
子
諺
解
』
は
内
閣
文
庫
蔵
、
旧
蔵
者
林
羅
山
と
あ
る
。
⑸　
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。
⑹　
『
昭
和
校
訂　
平
家
物
語　
流
布
本
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
四
三
・
一
〇
）、
二
頁
、
九
行
目
。
⑺　
『
孫
子
諺
解
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
コ
マ
№
６
紙
焼
）。
⑻　
『
羅
山
林
先
生
集
』
巻
第
五
十
五
（
京
都
史
蹟
会
、
弘
文
社
、
一
九
三
〇
・
七
）
六
四
七
頁
。
⑼　
『
日
本
思
想
大
系
28　
藤
原
惺
窩　
林
羅
山
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
・
九
）、
所
収
『
三
徳
抄
』
一
七
二
～
一
七
三
頁
。
⑽　
前
掲
⑺
、
コ
マ
№
12
紙
焼
。
⑾　
前
掲
⑼
『
三
徳
抄
』
の
解
説
一
五
〇
頁
を
参
照
し
た
。
⑿　
野
口
武
彦
『
江
戸
の
兵
学
思
想
』（
中
央
文
庫
、
一
九
九
九
・
五
、
四
三
～
四
四
頁
）。
⒀　
『
七
書
講
義
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
コ
マ
№
27
紙
焼
）。
⒁　
前
掲
⑻
巻
第
五
十
四
、
六
四
〇
～
六
四
一
頁
。
⒂　
『
七
書
講
義
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
旧
蔵
者
・
林
羅
山
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
コ
マ
№
27
紙
焼
）。
⒃　
前
掲
⑺
、
コ
マ
№
8
紙
焼
。
⒄　
『
三
略
諺
解
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
旧
蔵
者
・
林
羅
山
、
コ
マ
№
紙
焼
）。
⒅　
『
大
学
諺
解
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
コ
マ
№
75
～
76
紙
焼
）。
⒆　
武
田
祐
樹
「
林
羅
山
の
『
大
学
』
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
―
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
比
較
検
討
を
通
し
て
見
た
林
羅
山
の
朱
子
学
―
（『
日
本
漢
文
研
究
』
11
、
二
〇
一
六
・
三
）。
⒇　
前
掲
⑼
所
収
、『
大
学
要
略
』
五
一
頁
。
　
『
清
原
宣
賢
漢
籍
抄
翻
印
叢
刊
１　
大
学
聴
塵　
影
印
之
部
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
・
十
）
七
五
頁
。
　
『
三
徳
抄
』
前
掲
⑼
一
七
六
～
一
七
七
頁
。
　
前
掲
⒅
コ
マ
№
74
紙
焼
。
　
前
掲
⑼
所
収
、『
羅
山
林
先
生
文
集
』
二
百
六
～
二
百
七
頁
。
